
藤原宮西南隅地域の調査 (第 34次 )

(昭和56年 5月～昭和57年 3月 )

本調査 は藤原宮の四至確認調査の一つ として行 った ものである。 これまで宮

の四至 に関 しては南辺 (第 1・ 29-6次 ), 】ヒ辺 (第 18次 ), 東辺 (第 24・ 27

・ 29。 32次 )の それぞれについて調査を実施 してお り,外濠 ,大垣,門 などの

外郭施設を明 らかに している。 しか し,西辺 については第 10次調査で大垣,内

濠 を明 らかに したほかは,小規模 な調査 によ って外濠等が一部確認 されている

にすぎない。 このようなことか ら未確定 な要素を含む西南隅の調査を実施 した。

調査 は宮の南面大垣 と西面大垣の起点である西南の隅角を中心 に,外濠 と内濠

を含む範囲 としたが,外濠 の隅角 については民家があ り,調 査 に含む ことがで

きなか った。

調査区の層序 は,北半部では耕土,床土,灰褐色土 (中 世 ), 暗灰褐色土 ,

暗褐色土,黒 褐色土 (弥 生 ), 褐色粘質土 (地 山)の 順であ り,黒褐色土の上

面で遺構検 出を行 った。遺構面 までは 1,2mの 深 さである。 南半部 は灰褐色土

の下が暗灰褐色土,黄褐色整地上 (奈良末～平安), 黄褐色地山の順であり,

弥生土器 を含む黒褐色上がな く,地 山直上で遺構検出を行 った。

検出 した遺構 は,藤原宮期 ,藤原宮期以後 ,藤原宮期以前の各期 にわたる。

藤原宮期の遺構  宮の外郭施設である大垣 ,内濠,外濠 と斜行溝 1条があ

る。西面大垣 S A 258は 南北方向の掘立柱塀で 7間 分,19mを 検出 した。柱間

寸法 は 2.7m(9尺 )等間である。 掘形の大 きさは一辺 1.5m前 後 あ り, いず

れ も西側 に抜取 り穴を伴い,北端の抜取 り穴は瓦を多量 に含んでいた。南面大

垣 S A 2900は 6間 分,16mを検出した。柱間寸法は 2.7m(9尺 )で あ り,柱掘

形 は西面大垣 より大 き く,一辺 は 1.8～ 2.Om,深 さは 1.2m程 ある。 柱 は西端

角で西南側 に,他 はすべて南側 に抜取 っている。西面大垣 を含 めて 6ケ 所で掘

形 を断ち割 ったが,礎板等 の痕跡 はみ られなか った。大垣の内側 に沿 って内濠

S D 1400, S D 502が ある。 S D 1400は 幅 2.2m, S D 502は 東端で幅 1.3mあ
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第34次調査遺構配置図 (1:400)

り,深 さはともに 0,7mで ある。 堆積土層 は上 。中・ 下の三層 あ り,上層 か ら

は多量 の瓦が出上 しているが,中・ 下層 には遺物が少 な く,流水の痕跡 は稀薄

であった。 S D 1400溝心 と西面大垣間の距離は 11.6m,S D 502溝 心 と南面大

垣間の距離は 11.7mで ある。西面外濠 S D 260は 南北方向の大溝であ り,総長

27mを 検出した。後世の氾濫 と浸蝕 によって著 しく拡大,変形 しており, 調査区

中央付近での幅は約 10mでぁる。ただ,東岸の南半部 6m区 間 と,西岸北半の直

線部分の下肩 14m区間には当初の外濠流路の痕跡をとどめている。これから推測
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す ると,外濠下底幅は 5m程 となる。深 さは南端で 1,3m, 北端で 1.6mあ る。

堆積層 は底か ら灰色バ ラス,灰色粘土 Ⅲ,灰色砂,灰色粘土 Ⅱ,灰色粘土 Iの

順で,最下層 の灰色バ ラス層 は広が った溝の全域にあ り,藤原宮期か ら平安初

期までの遺物を含む。最上層 の灰色粘土 Iか らは10世紀の遺物が出上しており,

この頃まで溝が存続 していた ことを示 している。南面外濠 S D 501は 東西方 向

の溝で, S A 2900の 南 24.lmに ある。 20m分 を検出 したが,溝幅は東端付近

では約 6.2mあ るが,氾濫 によって南へ広が った もので, 溝下底 には幅 3mの

本来の流路痕跡を残 している。また西半 も二次的に溝幅が広が り,北岸 は北西

方向に斜行 して西面外濠 S D 260東 岸へ向 う。 この北西へ延 びる北岸 に沿 って

丸杭間に板 を差 し渡 した しが らみ S X 3140が ある。 溝の堆積層 は下 か らバ ラ

ス層,灰色粘土層 (I～ Ⅳ層 )と な り,西面外濠 とほぼ同 じ状況で,各層 は西

面外濠 ほど厚 くな く,深 さ lmで溝底の絶対高は西面外濠 より 0.5m高 い。 斜

行溝 S D 3151は 内濠か ら南面大垣 にかけて北東か ら西南 に流れる幅 2.Om,深

さ 1.5mの溝で,内濠 ,大垣 よ りも古い。数片の弥生土器が出土 しただけで時期

を確定 できないが,堆積土か らみて藤原宮造営に伴 う溝 とみ られ る。

藤原宮以降の遺構  宮廃絶直後の遺構 と平安時代の遺構 に分 け られる。

宮廃絶直後の遺構 は建物 S B 3165。 3166の 2棟 である。 S B 3165は 西面大

垣が とり払われた後に設 け られ,桁行 3間 ,異行 2間 の東西棟で,北側通 りと

西妻柱の柱下には瓦 と玉石 を入れて根固めとしてお り,東妻柱抜取 り穴 には桧

皮片が入 っていた。柱間寸法は桁行 1.9m,梁 行 1.8mで , 柱径 は15 cm程 であ

る。 S B 3166は S B 3165の 廃絶後に位置をず らし, 規模 を縮小 して作 られる。

桁行 3間 ,異 行 2間 の東西棟で,柱間寸法 は桁行中央間が 2.4m,両 脇間が 1.5

mあ り,果行寸法は 2.lmで ある。

平安時代の遺構 には掘立柱建物 3棟 ,塀 4条 ,井戸 2基 ,堰な どがある。建

物 S B 3154・ 3155・ 3167は調査区北東部 にあって,塀 S A 3156・ 3158・ 3

163・ 3164に よって東西20m,南北 16mの 区画を構成 している。 S B 3167は桁

行 5間 ,梁行 2間 の東西棟で,梁行 1.9m,桁 行 1.8mで ある。柱下には玉石や

瓦を用いて根固め している。 S B 3154は桁行 3間 (柱 間寸法 1.9m),梁 行 2間
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(柱 間寸法 1.8m)の東西棟で, S B 3155は 桁行 2間 (総 長 4.2m), 梁行 2

間 (総 長 3.2m)の 南北棟である。 ともに総柱建物であるが,掘形の一辺は 0.3

m前 後で,柱位置 も不揃 いである。南面を限 る東西方向の塀 S A 3156は SB3

154の 西にある 4間 の掘立柱塀で,柱間寸法は 1.8mである。 建物 とともに北

を限 る東西塀 S A 3163は 5間 で総長は 8mで ある。 柱間 は不揃 いである。東

を限 る南北塀 S A 3158は 3間 で,柱間寸法 は 1.8mで ある。 西側の塀 SA 31

64は 1間 (1.6m)の みを検出 したが,門 の可能性 もある。また これ と対称 の

位置 にある東側 の塀 S A 3158の 南端 1間 も門の可能性がある。 次に S B 3154

の南 5mに 丼戸 S E 3150が ある。一辺 2mの 円形 に近 い掘形を もち, 深 さは

2.2mあ る。井戸本体 は一辺 1.lmの 正方形縦板組 みで,幅 22 cm,長 さ 1.4mの

板を 2段 に立て並べ,上下 2ケ所を角材の内枠で支えている。井戸底か らは10

世紀の上器が出上 しており,北側の建物 及び塀と同時期 とみられる。西面外濠の

東肩部 にある井戸 S E 3174は 曲物を 2段 に据 えた井戸で,上段曲物 は約 40 cm,

下段曲物 は径 25 cmで 底 と中段 には礫 を敷 きつめている。 時期 は決定で きない。

堰 S X 3171は 西面外濠が半ば埋 もれた時期 に設 けられたもので, 最大で径 60 cm

の自然石 と`人頭大石40余個を幅 1.5m, 長 さ6mに わたって並べたものである。

石列は灰色粘土 Ⅱ層上面 に据 えてお り,石 列間か ら延喜通宝が出土 した。

このほかに,西 面外濠

の氾濫 によってできた西

岸中段 テラス上 には南北

方向 2間の柱列 S X 3179

がある。底部を僅かに残

すのみで,構築時期は不

明であるが,橋脚 とみ ら

れ る。

また,調査区東半の灰

褐色土 (中 世)上面か ら

は東西20m, 南北15mの 調査地全景 (南から)
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範囲にわた って牛の足跡多数 を検出 して いる。

藤原宮以前の遺構  弥生時代の井戸 2(S E 3175・ 3168),溝 1(S D 31

44),土壊 1(S K 3174)と 古墳時代の溝 1(S D 3178), /卜 土壊 1(S K 31

45)が ある。弥生時代の井戸 S E 3175は 上面で長径 1.6m,短径 1.Omの楕 円

形を呈 し,深 さは 0.8mあ る。内部 には木 の葉 ,自 然木, 繊 維 質 腐植土が堆積

してお り,畿 内第 V様式の弥生土器一括,編 物片 ,加工板材が出土 している。

古墳時代の小土壊 S K 3145は 南面外濠 の北側 にあり,径が 0.3m,深 さ 0.15m

と小規模であるが,サ ヌカイ トの石器剥片45点 が詰 っていた。

出土遺物  木簡,土器類,瓦類,土製品,木製品,銭貨,自 然遺物などが

あ り,ほ とんどが外濠か ら出土 している。木簡 は西面外濠底 (バ ラス層)か ら

1点 出上 した。上 。下を欠失 している。

(表 )□ □欲□ (□

(裏) 五□八月十九匠 (74)×  (26)× 4 (Hull)

〔年力〕

土器は外濠 か ら土師器,須恵器 ,黒色土器 ,施釉陶器 (緑 釉 ,灰釉 ),瓦 器 ,

製塩土器が出土 している。墨書土器 は12点 出土 した。 奈 良 ～平安 時代 の 上師

器 ,須恵器 の杯・ 皿・ 蓋 に墨書 した もので,「福器」,「米」,「道」,「 凡」など

である。 このほか外濠出上の上製品 として円面硯 ,上馬がある。瓦類 は軒丸瓦

7型式 10点 ,軒 平瓦21型 式 72点 ,丸 。平瓦が出土 した。内訳は別表の とお りで

あるが,西 面外濠が最 も多 く46点 ,南面外濠 5点 ,内濠 7点 ,西 面大垣抜取 り

穴 1点 ,そ の他 となっている。軒丸瓦中には薬師寺所用瓦 6276Eが 1点 あ り,

軒

丸

瓦

型  式 点 数

軒

平

瓦

型   式 点数 型  式 点 数 型  式 点 数

6233-B 2 6561-A 11 6641-H 2 6647-E ユ

6273-B 〃 〃 ― B I 6642-A ユ 6663-I ユ

6274-Ab ユ 6641-Aa 2 6643-B ユ 四 重 弧 ユ

6275-D 1 ″ ″ ―Ab l ″ 〃 ― C ユ 不 明 4

6276-E ユ ″ 〃 ― C 2 〃 ― D ユ 合  計

6276-テ祈 1 ― E 6646-A 1

6281 〃 〃 ― F ″〃 一 Ba ユ

合  計 〃 〃 ― G 2 ″〃 一G

第34次調査出土瓦表
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6276系 の新型式 1点 が含 まれている。軒平瓦 は 6641型 式が過半

数を占め,6561Aが これに次 ぐ。 6641 0 C H,6663Hよ 薬師寺

所用瓦である。木製品には等身大人形 1点 ,削 り掛 け 3点 ,陽物

形板状品,曲物 ,槽 があ り,い ずれ も外濠か ら出土 している。銭

貨 は隆平永宝 1点 (外濠底バ ラス層 ),延 喜通宝 1点 (外濠灰色粘

土 I層 )で あ り,自 然遺物 は馬骨 (外濠各層 ),イ ノシシ骨 (外濠

灰色バ ラス層), 桃核である。以上のほかに弥生時代の遺物 とし

て土器 (第 Ⅲ～Ⅳ様式),銅鏃 1,分銅形土製品 1,石器 (石包丁 ,

石槍,石鏃)が ある。

まとめ  本調査で宮の西南隅 の様子が明 らかになったが, こ

れまでの調査の成果 と比較 しなが ら要約 としたい。

宮大垣が掘立柱塀 で,外濠・ 内濠を伴 うものであることは従来

の調査 の所見 と同一である。南面大垣,西面大垣 ともに柱間寸法

は 2.7m(9尺 )と 等 しいが,掘形 は西面大垣では形 , 大 きさが

不揃 いであるのに対 して南面 では形が大 き く,揃 っている。 この

ことは西面 と南面では造営の単位 の違いがあった ことを示 してい

る。なお,西端隅角か ら宮南面中門心までの距離は 460.14mで あ

り, これまで得 られている東西大垣間距離 925,4m(3120尺 )の

4/2の 数値 よりやや短 い。西面外濠 は氾濫 による変形 はあるが,幅

10m近 くある。西面北門 と中門 との間で行 った第23-5次 (概 報

10)で も幅10m,深 さ 1.9mが確 かめ られてお り,西面 外 濠 は東

面や北面の外濠幅の 2倍 の規模であった ことが改めて明 らかにな

った。なお第23-5次では大垣・ 濠心距離 は 20.7mで あったが ,

本調査で もこれ と近似 し,西岸上肩 を濠西端 と

した場合 22,7m, 下肩 を西端 とす るとほぼ 21

mと なる。西面外濠 は藤原宮廃絶後 にも引き続

き水路 と しての機能を保 っていた らしく,最 下

層 の厚 いバ ラス層 の堆積状況か ら相当な水流が
外濠出土人形
(1 :8)

出土銭貨 (実大)
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あった ことを推測 させ,

10世紀後半 までは溝幅

も広 く,堰 が設 け られ

るほどであった。

また,堰 が埋没 した

後 にもなお数層 の砂質

上の堆積が認め られ ,

これより瓦器が出土す

ることか ら,外濠が完

全 に埋没す るのは11世

紀頃 と考え られ る。

濠 の埋没年代 につい               9n

ては,第23-5次調査          西面外濠出土木製品

で も同 じ所見が認め られていることか ら,東面や北面の外濠 が宮の廃絶後速や

かに埋没,埋 めたて られたのと異 な り,後世 まで周辺 の水路 と して利用 されて

いた ことを示 している。

南面外濠 の位置については,大垣 と濠心距離は 24.lmあ る。 この数値 は第29

-6次 調査 (概 報11)の大垣 と濠心距離 24.75mに 近い。ちなみに東 面 外濠 心

と大垣間距離は20m,南面 中門位置では21mで あるか ら,南 面外濠 は西半部で

4m程 ずれていることになる。濠 の堆積状況 は西面外濠 と似てお り,10世 紀末

か ら11世紀頃まで溝の機能を持 っていたよ うである。西面外濠を含めて,宮 の

西南隅は飛鳥川 に近 く,お そ らく飛鳥川か らの水を利用す ることと深 く関連 し

ているが, この利用が藤原宮 の時期か らすでに行われていたか どうかの資料は,

今回の調査では得 られなか った。

―-23 -―


